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反射 示 ※ 外 スペ クト ル よ り は 黒色 部 , 白色 部 の 差 は 見 られ ず , 方 法論 的 な 問題 点 も あろ う が , 成分 より 
も 構造 的 な 原因 が 考え られ る ( 図 1). 雄 前 次 , 次 端 部 黒 斑 部 の 鱗粉 配列 は や や 不 規則 で あり , normal 
scale と cover scale が 見 られ る . 白色 部 の 鱗 粉 配列 は 規則 的 で , か つ 先 端 部 の 切込み が 顕著 で あり , 
と の 傾向 は , 表面 の 方 が 着 し い . 拡大 する と , 白色 鱗粉 で は , 小室 内 は 頸 粒 で 充 た され る が , 黒色 鱗粉 
で は , 内 容 物 は な い . し た が っ て , 前 者 で は 光線 が 反射 され , 後者 で は 吸収 され る と と が 一 因 で あろ う . 
黒 班 部 の cover scale と normal scale に つい て , それ ぞ れ の 相違 を 小室 の 面積 分 布 よ り 求 め た ( 図 
2). 

な お 本 種 の 黒 斑 は 太陽 光線 に 長期 間 劇 志す る と た い 色 する . と の 場合 , 鱗粉 の 構造 変化 が その 一 因 と 
な っ て いる も の と 考え られ る . と の 結果 は 他 種 の 場合 , 例え ば , アゲ ハ の 黒色 部 と は 異な る . 


14. ヒメ アカ タテ ハ の 移動 メカ ニズム に 関す る 予備 的 考察 松井 安 俊 ・ 松 井 英子 (関東 ) 

ヒメ アカ タテ ハ の 密度 効果 と 相 変 異 の 有無 を 検討 する た め , 野外 採集 お よび 強制 採卵 し た 卵 を 湿度 
90% (以下 RH 90) 単独 お よび 群生 , RH 75 群生 , RH 60 単独 お よび 群生 の 各 条 件 ( 供 試 個体 数 各 20 
exs.) に , また 野外 採集 の 1 >3 齢 幼虫 を RH 43 単独 お よび 群生 の 条件 ( 同 前 19 exs. お よび 12 exs.) 
に それ ぞ れ お き , 食 草 と し て ヨモギ の 一 種 を 与え , 25°C, 12L 12D で 飼育 し た . 

1) 半数 累積 脱皮 間隔 か ら 計算 し た 幼虫 期 の 長 さ (単位 : 日 ) は , 群生 で は RH 90 の 14.8 に 対し て 
RH 75, 60 で それ ぞ れ 15.4, 16.8 と や や 延長 し た が , 単独 で は RH 90, 60 で それ ぞ れ 18.4,。20.9 と お お 
きく 延長 し , と も に 単独 で の 幼虫 期間 が 群生 の それ の 1.24 倍 に な り , さら に RH 45 で も , 4, 3 齢 期 に 
関し て 同様 の 較差 を 示し た . と の と と か ら , 本 種 幼虫 の 成長 に 及ば す 密 度 効果 が 示唆 され た . 

2) 野外 お よび 飼育 条件 で の 終 齢 幼虫 の 体 色 に は , 気 門下 線 と 下腹 面 を 除い て 黒 化し た も の , 背中 線 , 
肉質 突起 基部 な ど が 明る く な る 他 は 前 者 同然 の も の な ど 暗 色 の も の か ら 地 色 が 灰白色 で 各 環 節 背 部 に 樽 
横 絞 を 現 わ し , 肉質 突起 , 刺 毛 が 淡色 の 明る いも の まで の 変異 が 認め られ た . 本 実験 で は , RH 90, 75, 
60 の 群生 お よび 単独 個体 は すべ て 黒 化し , RH 45 群生 で も 前 記 の 暗色 の 個体 を 含み ほとん ど が 黒 化し 
た . た だ RH 45 単独 の 場合 だ け , すべ て 明る い 個 体 を 生じ た . こと これら の 結果 か ら , 低 湿度 条件 下 で の 
密度 依存 の 体 色 変 異 す な わ ち 相 変 異 が 認め られ た . 

3) RH 90, 75, 60 群生 条件 で 羽化 し た 成虫 の 前 次 長 (L), 生体 重 (W) を 計測 し , これ か ら 相 対 翼 荷重 
(W/L?) を 求め 比較 し た . 前 次 長 は 湿度 低下 に つれ て や や 大 きく な る 傾向 を 示し , 相対 翼 荷 重 は RH90, 
75, 60 で それ ぞ れ 0.23, 0.25, 0.21 (3), 0.21, 0.21, 0.19 ( ゃ ) と ほぼ 前 玩 長 と 逆 の 傾向 を 示し た . 

4 羽化 成虫 の 腹部 の 脂質 含量 を BLrcH-DygER 法 に 準じ て 測定 し た と と ろ , 腹部 生 重量 1g 当たり の 
脂質 量 は み の 場 合 RH 90, 75 群生 で それ ぞ れ 42.3 mg, 43.2 mg で あっ た の は に 対し, RH 60 群生 で は 47.4 
mg と 増加 し た が , と の 傾向 は や で さら KK 著しく , RH 73 の 48.2 mg に 対し RH 60 で は 61.8 mg と な っ 
た . と れ ら の 結果 か ら , 低 湿度 , 群生 条件 の 個体 は エネ ルギー 源 の 貯蔵 能 が 高く , 前 項 の 傾向 と あわ 
せ て 考察 する と , 長 距 離 移動 に 適し た 形質 の 発現 が 推測 され た . 

な お , 本 実験 は まだ 継続 中 で あり , 今回 の 結果 は 中 間 的 な もの で ある . また , 成虫 の 活動 性 , 生殖 巣 
発達 に 及ぼ す 影 響 に つい て の 検討 を 予定 し て いる . 


15. 静岡 ・ 山 梨 県 に お ける アサ ギ マ ダ ラ の 個体 数 と 季節 , 標高 と の 関係 
高 橋 真 弓 ( 東 海 ) 
アサ ギ マ ダ ラ の 移動 の 実態 を 明らか (に する た め に は , 個体 数 の 変動 と 季節 , 標高 と の 関係 を 調べ る 必 
要 が ある . 
静岡 , 山梨 両 県 下 で 得 ら れ た デー タ を 月 ど で と に まとめ る と 表 1 の よう に な る . と の 表 か ら わ か る と と 
は つぎ の と お り で ある . 
1. 4 て 6 月 に は 低地 帯 か ら 記録 され る 率 が 高い が , 6 月 に は 標高 1000m 以上 で の 個体 数 だ がい くら か 
増え る . 
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2. 7~8 月 に は 標高 500m 以下 に は ほとん ど 見 られ な く な り , と くに 1000~1500m で 個体 数 が 急激 
に 増加 する . 8 月 に は し ば し ば 高山 帯 に も 現われ , 2000 m 以上 で は 22 頭 (8 月 の 個体 数 の 5.6) 
に 達する . 

3. 9 月 も 大 部 分 は 標高 1000m 以上 で 発見 され て いる が , 2000m 以上 に は 見 られ な い . 

4. 10~11 月 に は ほとん どの 個体 が 標高 500m 未満 の 低地 帯 で 発見 され て いる . 

主要 な 食 草 は 標高 500m 未満 で は キジ ョ ラン , 1000~1500m で は イケ マ と み ら れ , 中 間 地 帯 で は カ 

モメ ヅル , コカ モメ ゾル な ど が 利用 され る . 

静岡 県 で は 低 山地 帯 で 若 令 幼 虫 の まま 食 草 上 で 越冬 し , 暖か い 日 に は 食 草 キ ジョ ラン の 葉 を 食べ る . 
越冬 地 で 羽化 し た 成虫 は 山岳 地帯 へ 移動 し , と こと で 落葉 性 の イケ マ , また は オオ カモ メ ヅ ル , コカ モメ 

ゾル な ど に 産卵 する . 山岳 地帯 で は と れ ら の 個体 が 羽化 し , 多数 の 個体 が ヒヨドリ バナ の 花 に 群集 する . 

山岳 地帯 で は 主として 1 世代 , 中 間 地 帯 に 発生 し た も の は 2 世代 を 経過 する も の と 推定 され る . 秋 に な 

る と と れ ら の 成虫 は 山 を 下 だ り , 越冬 地 に 達し て キジ ョ ラン 記 産 卵 す る も の と みる と と が で きる . と の 

よう な 垂直 移動 を する も の の 中 に は 長 距 離 移動 を する 個体 が 含ま れ て いる の で あろ う . 


表 1. アサ ギ マ ダ ラ の 確認 個体 数 と 季節 ・ 標 高 . 























標高 m 

上 500 1000 1500 2000 2300 3000 計 
4 1 1 
5 6 9 1 16 
6 9 7 11 27 
7 1 36 116 53 206 
8 1 40 193 136 6 15 2 393 
9 3 2 61 80 146 
10 65 2 1 68 
11 12 12 
計 98 96 383 269 6 15 2 869 

16. 伊良湖 岬 周辺 に お ける アサ ギ マ ダ ラ の 行動 坂 神 泰輔 ・ 池 田 二 三 高 (東海 ) 


1982 年 , 坂 神 は , 伊良湖 岬 に お いて 多数 の アサ ギ マ ダ ラ が 海上 に 飛び 去る 行動 を 示す と と か ら , と と 
が アサ ギ マ ダ ラ の 秋 の 移動 の 経路 に な っ て いる らし いと 「 や どり が 」115/116 号 に 報告 し た . 1983 年 , 
演者 ら は , 伊良湖 岬 (に お ける 本 種 の 移動 を 観察 する た め , 多く の 人 た ちの 協力 の も と に , 移動 方 向 , 
マー ク 虫 の 放 飼 な ど を 行っ た . その 結果 は 「 駿 河 の 昆虫 」127 号 に 掲載 され て いる . と の 年 に 明か に 
な っ た と と は , アサ ギ マ ダ ラ が 9 月 下旬 か ら 伊良湖 岬 に 集まり , と と か ら 伊 勢 湾 を 越え て 行く と と , ま 
た 和歌 山県 日 置 川町 に お ける マー ク 貝 の 再 捕 か ら , さら に 遠く まで 移動 し て いる と と な ど で あ る . 

本 年 は , さら に 移動 経路 な ど を 明らか に する た る め 数 回 の 調査 が 計画 され た . 池田 は , 伊良湖 へ 集合 す 
る 本 種 の 起点 を みる た め に , 9 月 下旬 より , 浜名 湖北 方 か ら 静 賠 市 北西 部 山間 で 数 回 の 調査 , マー ク を 
行っ た . 坂 神 は , 伊良湖 に お いて 最も 多数 の 本 種 が 見 られ る 10 月 10 日 どろ に , 主 K 天 候 と 移動 , 移動 個 
体 の 成熟 程度 に つい て 観察 を 行っ た . 

その 結果 , 移動 の 方 向 と し て は , 南ア ルプ ス 南 端 , 浜名 湖北 部 , 混 美 半島 を 結ぶ 線 が 一 つの 経路 と し 
て 推定 され た . また , 混 美 半島 に お いて も , 伊良湖 の すぐ 近く に 越冬 地 が 確認 され た . 一 方 , 移動 と 天 
候 と の 関係 に つい て は , か な り 密 接 な 関係 が ある と と が 明か に な っ た . すなわち , 北 な いし , 北東 風 で 
移動 飛 次 が よく 観察 され , 北西 な いし 西風 で は ほとん ど 見 られ ず , さら 風力 の 強い と きも を 移動 個体 数 
は 少な か っ た . また , 昨年 の 結果 で も 明らか な と お り , 岬 の 東方 の 谷間 (に ある 伊良湖 神社 の 森 は , 集合 
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